
命

地
域
防
災
力
が

　
　
多
く
の

を

  

救
う

　

実
際
に
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
の
は
、
自
分
の
こ
と

は
自
分
で
守
る「
自
助
」が
防
災
の
基
本
に
な
り
ま
す
。
非
常
持
出
し
品
の
準
備
や
家
屋
の
耐
震

改
修
、
家
具
の
固
定
な
ど
身
の
ま
わ
り
の
安
全
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
市
や
県（
警
察
含
む
）や
自
衛
隊
、
防
災
機
関
な
ど
が
全
力
で
災
害
救
急
活
動「
公
助
」

を
行
い
ま
す
が
、
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
は
活
動
に
限
界
が
で
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

場
合
に
は
、
何
よ
り
も
地
域
の
皆
さ
ん
の
相
互
協
力「
共
助
」が
必
要
で
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き

に
、
地
域
住
民
で
協
力
し
て
す
ば
や
く
行
動
で
き
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。

問
防
災
安
全
室（
千
代
田
庁
舎
）

自
主
防
災
組
織
と
は

　
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た

ち
で
守
る
」と
い
う「
共
助
」の
精

神
に
基
づ
き
、
地
域
の
人
々
が
自

発
的
に
防
災
活
動
を
す
る
組
織
で

す
。
自
主
防
災
組
織
は
、
通
常
は

地
域（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
自
治
会
、

行
政
区
単
位
ま
た
は
小
学
校
区
単

位
な
ど
）で
、
組
織
さ
れ
ま
す
。
災

害
時
は
も
ち
ろ
ん
、
災
害
後
の
避

難
所
の
運
営
や
復
旧
活
動
に
も
大

き
な
力
を
発
揮
し
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
の
役
割

【
平
常
時
】

　

災
害
に
備
え
る
た
め
の
活
動

▼
防
災
知
識
の
普
及
・
啓
発

　

 　

災
害
時
に
自
主
防
災
組
織
が
効

果
的
に
活
動
し
、
災
害
に
よ
る
被

害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
た
め

に
は
、
地
域
住
民
が
防
災
に
関
す

る
正
し
い
知
識
を
持
っ
て
い
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

 　

そ
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会

を
と
ら
え
て
、
継
続
的
に
防
災
知

識
の
普
及
・
啓
発
に
取
り
組
む
こ

と
が
重
要
で
す
。

▼
地
域
内
の
安
全
点
検

　

 　

地
域
の
危
険
な
場
所
や
防
災

公共機関による

「公助」

共に助け合う

「共助」

自らを助ける

「自助」

設
備
、
避
難
所
の
場
所
お
よ
び
避

難
所
ま
で
の
ル
ー
ト
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

▼
防
災
訓
練

　

 　

実
際
に
災
害
が
発
生
し
た
際

に
、
落
ち
着
い
て
行
動
で
き
る
よ

う
、
日
ご
ろ
か
ら
繰
り
返
し
訓
練

を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

【
災
害
時
】

　

 

人
命
を
守
り
、
被
害
の
拡
大
を
防

ぐ
た
め
の
行
動

▼
初
期
消
火

　

  　

大
規
模
な
地
震
発
生
時
に
は
、

火
災
の
同
時
多
発
や
建
物
の
倒
壊

や
停
止
車
両
な
ど
に
よ
る
消
防
車

の
通
行
不
能
道
路
の
発
生
に
よ
り
、

通
常
の
火
災
よ
り
も
消
防
活
動
が

制
限
さ
れ
ま
す
。
も
し
、
出
火
し

た
場
合
は
、
自
主
防
災
組
織
が
中

心
と
な
っ
て
初
期
消
火
や
延
焼
防

止
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
避
難
誘
導

　

 　

避
難
準
備(

要
援
護
者
避
難)

情
報
、
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
が

自
分
の
地
域
に
出
た
ら
、
速
や
か

に
住
民
に
知
ら
せ
、
避
難
し
ま
す
。

　

 

避
難
場
所
な
ど
は
、
市
発
行
の「
防

災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

▼
救
出
・
救
助

　

 　

大
き
な
地
震
が
発
生
す
る
と
、

建
物
の
倒
壊
や
家
屋
の
転
倒
に
よ

り
、
多
く
の
負
傷
者
が
発
生
し
ま

す
。
そ
の
た
め
、
倒
壊
物
や
ガ
レ

キ
の
下
敷
き
に
な
っ
た
人
を
、
資

機
材
を
使
用
し
て
救
出
に
あ
た
る

ほ
か
、
負
傷
者
に
は
、
応
急
手
当

な
ど
を
行
い
、
病
院
へ
搬
送
す
る

な
ど
の
支
援
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

▼
情
報
の
収
集
・
伝
達

　

 　

的
確
な
応
急
対
策
を
と
る
た
め

に
は
、
市
や
消
防
機
関
か
ら
の
災

害
情
報
や
指
示
を
住
民
に
正
確
か

つ
迅
速
に
伝
え
、
自
分
た
ち
の
地

域
の
被
害
状
況
や
避
難
状
況
を
収

集
し
、
市
へ
連
絡
し
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
避
難
所
の
運
営

　

 　

避
難
所
は
、
地
域
で
生
活
す
る

住
民
が
主
体
に
な
る
こ
と
が
望
ま

し
く
、
避
難
所
に
集
ま
る
自
主
防

災
組
織
が
主
体
と
な
る
こ
と
が
望

ま
し
い
で
す
。

自
主
防
災
組
織
の
必
要
性

　

平
成
7
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震

災
で
は
、
家
屋
の
倒
壊
な
ど
に
よ

る
生
き
埋
め
や
閉
じ
込
め
ら
れ
た

人
の
う
ち
、
消
防
な
ど
の
公
的
機

関
の
救
助（
公
助
）に
よ
る
も
の
は

わ
ず
か
2
％
で
、
多
く
は
、
自
力

ま
た
は
家
族
や
隣
人
な
ど
の
地
域

住
民
に
よ
っ
て
救
出
さ
れ
ま
し
た
。

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に

は
、
発
生
後
早
い
段
階
で
の
救
助

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
出
火
の
防
止
、

初
期
消
火
、
災
害
情
報
の
収
集
伝

達
、
避
難
誘
導
、
被
災
者
の
救
出
・

救
護
、
応
急
手
当
な
ど
、
地
域
単

位
の
自
主
的
防
災
活
動
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
役
割
を
担
う

組
織
が「
自
主
防
災
組
織
」で
す
。

助
う
合け

成城台消防訓練

市防災訓練時の避難訓練

防災 の 日

9月1日

いま一度防災について

考えてみましょう

かすみがうら 4かすみがうら5



結
成

　

逆
西
区
自
主
防
災
組
織
は「
自

分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守

り
、
住
み
よ
い
ま
ち
を
築
く
」と
い

う
助
け
合
い
の
精
神
の
下
、
平
成

12
年
に
結
成
し
ま
し
た
。

　

立
ち
上
げ
の
き
っ
か
け
は
、
有

事
に
近
所
・
地
域
ぐ
る
み
で
助
け

合
う
こ
と
が
自
然
に
で
き
、
ま
た
、

災
害
へ
の
危
機
管
理
意
識
を
住
民

が
持
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
っ

た
か
ら
で
す
。

　

自
主
防
災
組
織
を
結
成
し
て
か

ら
は
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
、

毎
年
防
火
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

訓
練
は
よ
り
実
践
的
な
も
の
に
と
、

消
防
署
の
方
を
招
き
、
初
期
消
火
、

消
火
器
・
消
火
栓
の
取
り
扱
い
な

ど
の
指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま

た
、
防
災
講
習
会
へ
参
加
す
る
な

ど
、
防
災
の
意
識
向
上
に
も
努
め

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み

は
、
個
人
や
各
家
庭
で
は
な
か
な

か
実
行
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
７
年
に
起
こ
っ
た
阪
神
・

淡
路
大
震
災
で
は
、
倒
壊
し
た
家

屋
な
ど
か
ら
救
出
さ
れ
た
方
の
う

ち
、
地
域
の
人
々
の
手
に
よ
る
も

の
が
9
割
以
上
と
い
う
話
を
聞
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
災
害
が
発

生
し
た
と
き
、
一
人
で
は
小
さ
な

力
で
も
家
族
や
地
域
の
人
た
ち
で

助
け
合
い
、
力
を
合
わ
せ
れ
ば
大

逆西区自主防災組織　会長　井坂勝美

QA

結
成
に
あ
た
っ
て
の

＆

Q 

自
主
防
災
組
織
の
体
制
は
ど

う
す
れ
ば
い
い
で
す
か
？

A 　

通
常
は
、
会
長
、
副
会
長
を
中

心
に
初
期
消
火
班
、
救
出
救
護
班
、

情
報
収
集
伝
達
班
、
避
難
誘
導
班
、

物
資
調
達
班
な
ど
で
構
成
さ
れ
ま

す
。
活
動
内
容
や
必
要
人
数
な
ど

は
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
ま
た

訓
練
の
成
果
・
反
省
を
通
じ
て
決

め
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
構
成
を

固
定
し
た
も
の
に
せ
ず
、
臨
機
応

変
に
運
用
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

Q 

私
の
地
区
で
は
町
内
会（
自

治
会
）の
一
部
と
し
て
自
主
防

災
会
を
置
き
た
い
の
で
す
が
、

独
自
の
規
約
な
ど
は
必
要
で

す
か
？

A 　

自
主
防
災
会
が
自
治
会
の
組
織

の
一
部
と
し
て
置
か
れ
て
い
る
場

合
、
自
治
会
の
規
則
で
防
災
会
に

つ
い
て
記
述
し
て
い
て
も
、
自
主

防
災
会
の
規
約
は
独
自
に
制
定
し

ま
し
ょ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
自
主
防

災
会
は
組
織
・
事
業
活
動
と
も
大

が
か
り
な
も
の
と
な
り
ま
す
の
で
、

自
治
会
組
織
本
体
と
は
別
に
、
設

置
運
営
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い

か
ら
で
す
。
ま
た
、
会
計
に
つ
い

て
も
同
様
に
本
会
の
一
般
会
計
と

は
別
処
理
に
し
た
ほ
う
が
よ
い
で

し
ょ
う
。

Q 
広
く
住
民
が
参
加
し
て
い
る

自
主
防
災
組
織
の
活
動
事
例

な
ど
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

A 　

難
訓
練
や
簡
単
な
消
火
訓
練
、

防
災
関
係
職
員
に
よ
る
講
習
会
の

開
催
な
ど
が
一
般
的
な
活
動
で
す

が
、
そ
れ
以
外
に
比
較
的
簡
易
で
、

ど
こ
で
も
取
り
組
め
そ
う
な
例
を

紹
介
し
ま
す
。

　
◦�

要
援
護
者
宅
の
家
具
の
固
定
作
業

　
◦ 

家
庭
か
ら
出
る
不
要
品
の
中
か

ら
備
蓄
品
と
し
て
使
用
で
き
る

も
の
を
仕
分
け
し
、
防
災
倉
庫

で
保
管

　
◦ 

児
童
生
徒
も
参
加
し
て
、
通
学

路
や
避
難
所
ま
で
の
安
全
ル
ー

ト
マ
ッ
プ
の
作
成
と
図
上
訓
練

　
◦ 

要
援
護
者
宅
へ
の
定
期
的
な
声

か
け
と
要
望
の
聞
き
取
り

　
◦ 

応
急
手
当
普
及
の
た
め
の
講
習

会
の
実
施
ま
た
は
集
団
で
参
加

　

 

　

 　

全
国
的
に
は
比
較
的
大
が
か
り

で
継
続
し
て
い
る
活
動
例
も
多
く

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
取
組
方
法
を

見
る
と
、Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
、福
祉
活
動
、

環
境
保
護
活
動
、
防
犯
活
動
、
地

域
の
お
祭
り
な
ど
多
く
の
住
民
が

集
ま
る
機
会
を
捉
え
、
そ
こ
に
防

災
活
動
を
組
み
込
ん
で
い
る
例
が

目
立
ち
ま
す
。

①
ま
ず
話
し
合
い
を

　

 　

行
政
区
や
自
治
会
な
ど
で
自

主
防
災
組
織
の
必
要
性
や
ど
の

範
囲（
地
域
）を
対
象
と
す
る
の

か
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
う

の
か
、
ど
の
よ
う
な
組
織
に
す

る
の
か
な
ど
を
協
議
し
ま
す
。

②
市
へ
の
相
談

　

 　

市
で
は
自
主
防
災
組
織
の
説

明
会
の
ほ
か
、
組
織
結
成
方
法

や
規
約
の
つ
く
り
方
な
ど
を
支

援
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

③
結
成
に
つ
い
て
地
域
の

同
意
を
得
る

　

 　

行
政
区
や
自
治
会
の
総
会
な

ど
で
自
主
防
災
組
織
を
結
成
す

る
こ
と
の
同
意
を
得
ま
す
。

④
市
へ
の
認
定
申
請

　

 　

自
主
防
災
組
織
結
成
後
、
市

へ
申
請
書
と
必
要
書
類
を
提
出

し
ま
す
。
提
出
し
、
認
定
後
、

年
間
の
活
動
費
な
ど
に
対
し
補

助
金
を
交
付
し
ま
す（
た
だ
し
、

結
成
届
出
書
提
出
の
次
年
度
よ

り
交
付
と
な
り
ま
す
）。

◆
年
間
補
助
金

　

2
万
円（
平
成
26
年
度
現
在
）

 

結
成
方
法

市 

で
は「
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
」
と「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
」を
作
成
し
、
全
家
庭
に
配
付

し
ま
し
た
。
い
ま
一
度
、
避
難
場

所
や
危
険
地
帯
な
ど
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
紛
失
さ
れ
た

方
は
、
千
代
田
庁
舎
・
霞
ヶ
浦
庁

舎
・
中
央
出
張
所
で
配
布
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

<

ト
ッ
プ
→
く
ら
し
→
防
災
・
救

急>

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
の
で
、
日
頃
か
ら
身
近
な
場

所
に
備
え
て
く
だ
さ
い
。

「
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

「
防
災
マ
ッ
プ
」

お
持
ち
で
す
か
？

▲防災ハンドブック

　（平成 26年 3月発行）▲防災マップ（平成 26年 2月作成）

き
な
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
日
ご
ろ

か
ら
声
を
掛
け
合
い
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
地
域
の
人

た
ち
と
の
関
係
を
深
め
て
お
く
こ

と
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
す
。

　

今
後
、
大
規
模
な
災
害
が
起

こ
っ
た
場
合
、
自
主
防
災
組
織
と

し
て
何
よ
り「
自
分
の
身
は
自
分
で

守
る
、
地
域
で
守
る
」と
い
う
自
助

と
共
助
を
充
実
さ
せ
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
感
じ
ま
す
。

　

今
後
も
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
協

力
を
得
な
が
ら
、さ
ら
な
る「
備
え
」

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

地
域
力
で
災
害
に
強
い

安
全
な
ま
ち
づ
く
り

かすみがうら 6かすみがうら7


